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受精は新たな個体発⽣の開始点であり、その成⽴には雌雄の配偶⼦形成と、受精後の
両親由来ゲノムの適切な制御が必要である。植物の配偶⼦は半数体の多細胞世代である
配偶体に形成されるが、被⼦植物では配偶体が数細胞にまで縮⼩し、⺟体組織内に埋め
込まれているため、配偶⼦形成や受精直後の発⽣を直接解析することは容易ではない。
⼀⽅、コケ植物では配偶体が⽣活環の主要な段階を占め、配偶⼦も植物体表⾯付近に形
成される。なかでも苔類ゼニゴケは、遺伝⼦改変が容易で、制御遺伝⼦の重複も⽐較的
少ないことから、配偶⼦形成と受精後の発⽣を分⼦遺伝学的に解析する優れたモデルで
ある。 

本セミナーでは、ゼニゴケを⽤いた⼆つの研究を紹介する。第⼀に、卵形成を制御す
る仕組みについて述べる。転写因⼦ FGMYB は雌性分化を促進するが、雄で FGMYB
を発現させても、雌化した⽣殖器官内に機能的な卵は形成されない 1。我々は雌の性染
⾊体上から卵形成因⼦ EMU を同定し、FGMYB と EMU を雄株に共発現させることで
機能的な卵形成を誘導し、遺伝的雄を完全に雌化できることを明らかにした。第⼆に、
受精卵における雌雄ゲノムの⾮対称な制御について紹介する。ゼニゴケの受精卵では、
卵と精⼦に由来する転写因⼦が受精を契機に複合体を形成し、受精卵発⽣を開始させる
2。⼀⽅、⺟親由来のポリコーム複合体 2 は、⽗⽅ゲノムを染⾊体規模で抑制する 3。こ
れらの受精後制御の異常は胚発⽣の停⽌や重篤な発⽣異常を引き起こすことから、雌雄
由来因⼦の協調と両親由来ゲノムの⾮対称な制御が、正常な胚発⽣に不可⽋であること
が⽰された。これらの研究を通じて、配偶⼦形成と受精後のゲノム制御を⽀える植物⽣
殖の基本原理を明らかにすることを⽬指している。 
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